








(1988) と足利 (1984) がある｡ しかし､ 城下町
研究の課題とされてきたものは､ 地域体系や空間
構造に偏りがちでり､ それらを建設した築城者に
着眼した研究は少ないといえる｡ 中西 (2003) は､

















義は使用せず､ 中西 (2003) で用いられた､ ｢町
界線によって区切られた個別町の形態に注目し､
城郭に対してタテ (垂直) 方向の町通りを中心と











1573 (天正元) 年秀吉は､ 浅井氏の旧領である湖
北三郡12万石を与えられ一円知行することとなっ
た｡ 領国経営の中心を当時 ｢今浜｣ と呼ばれてい
た琵琶湖岸の平野部を選定し､ 名を ｢長浜｣ と改
めて城下町建設に着手した｡
長浜の城下町 (図２) は､ 基本的には同一間隔・

















































































路 (図中①､ ②､ ③､ ④､ ⑤､ ⑥など) に間口を
開き､ タテ町を形成している｡ これに対し､ 第２・
３期に小谷城下からの移転でできた町はすべて北
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知行割を行うが､ ４例中､ ３例 (館林､ 箕輪､ 高


















































































戦いには諸説あるが､ 豊橋市 (1973) には､ ｢右
府 (信長)､ 恒興が謀によりおほいに勝利を得た
り｣ と記されている)｡ 1580 (天正８) 年､ 信長
は恒興父子に､ 謀反人荒木村重の征伐の命を出し
た｡ この時輝政は初陣にもかかわらず､ 敵の首級
を挙げ､ 信長から ｢古新 (輝政の幼名) 年わずか
十六｡ 敵陣に入り大いに武勇を振るひ､ 真に池田
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れており､ 表町のほうが､ 町行が広く､ 奥行きも
ある家が連なっている｡ 城下町建設当初の宅地割
を示す絵図は現存しないが､ 貞享年間 (1684～16
87) の 『吉田宿東海道筋町別地図』 (豊橋市役所




が形成されている (図４中 太枠線内) が､ 豊橋





















































































































































































































模は､ 外曲輪東西約13町 (約1400ｍ)､ 南北約17























































































































｢寺町｣ 建設を踏襲した (図６中 太線枠内)｡
このような､ 壮大な天守閣を有する城郭部を持
つ城下町を建設できたのは､ 輝政と家康の関係に









うな､ 一国 (播磨) の公儀を預かっているという
地方権力としての自負なり主張が見られ､ 家康に
対する一定の独自性を有していたのであろう｡ 輝
政は 『池田家履歴略記』 にあるように ｢西国の将
軍と申程の御事なりき｣ といわれた｡ 池田氏以後
の姫路藩主が ｢西国探題｣ や ｢西国の藩鎮｣ など































































































































足利健亮 (1984) 『中近世都市の歴史地理』, 地人書房,
111－132, 221－230.





豊橋市史編集委員会編 (1973)：『豊橋市史 第一巻』, 豊
橋市.










姫路市史編集専門委員会編 (1991)：『姫路市史 本編 近
世１』, 姫路市.




矢守一彦 (1988)：『城下町のかたち』 筑摩書房, 3－84.
― 49 ―
